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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
四
月
～
八
月
中
旬
ま
で
に
実
施

予
定
だ
っ
た
研
修
に
つ
い
て
は
、
法
律
に
基

づ
い
て
国
土
交
通
大
臣
登
録
研
修
と
し
て
実

施
さ
れ
る
「
宅
地
造
成
技
術
講
習
」「
ダ
ム

管
理
主
任
技
術
者
」
研
修
を
除
き
、
実
施
の

延
期
ま
た
は
中
止
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
実
施
す
る
研
修
に
つ
い
て

も
、
い
わ
ゆ
る
「
三
密
」
を
避
け
る
た
め
、

各
コ
ー
ス
は
す
べ
て
通
学
制
と
し
、
募
集
定

員
を
大
幅
に
削
減
す
る
な
ど
の
対
応
を
と
っ

て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に

鑑
み
、
設
立
以
来
初
め
て
と
な
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配

信
方
式
に
よ
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
の
実
施

を
検
討
し
、
前
年
度
一
一
四
名
の
受
講
実
績

が
あ
っ
た
「
若
手
建
設
技
術
者
の
た
め
の
施

工
技
術
の
基
礎
」
研
修
を
第
一
弾
と
し
て
、

八
月
二
四
日
～
九
月
六
日
の
十
四
日
間
に
わ

た
っ
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
を
実
施
し
ま
し
た
。

♦

♦

♦

こ
の
研
修
は
、
現
場
経
験
が
浅
い
若
手
技

術
者
を
対
象
に
、
現
場
施
工
技
術
や
施
工
管

理
に
必
要
な
基
礎
知
識
の
修
得
を
目
的
と
し

て
、
一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
業
連
合
会
と

の
共
催
で
平
成
二
三
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま

す
。
図
表
１
の
と
お
り
、
平
成
二
六
年
度
以

降
は
受
講
者
数
も
右
肩
上
が
り
に
増
え
、
こ

こ
数
年
は
教
室
の
収
容
者
数
を
超
え
る
応
募

が
あ
る
人
気
研
修
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
研

修
は
セ
ン
タ
ー
初
の
試
み
で
あ
り
、
実
施
方

法
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
講
義
内
容
を
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ビ
デ
オ
作
成
機
能
に
よ
り

収
録
し
、
動
画
に
変
換
し
て
配
信
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

配
信
方
法
は
、
講
義
時
間
が
全
教
科
で
合

計
約
十
七
時
間
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
た
め
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
受
講
し
や
す
さ
を
考
え
、
閲
覧

可
能
な
研
修
期
間
を
十
四
日
間
と
し
、
受
講

者
の
都
合
で
い
つ
で
も
閲
覧
可
能
な
オ
ン
デ

マ
ン
ド
で
配
信
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

募
集
の
開
始
当
初
は
応
募
の
動
き
は
鈍
か

っ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
予
想
を
上
回
る

八
一
名
の
申
込
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

図
表
２
は
、
前
年
度
（
集
合
型
研
修
）
と

今
年
度
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
）
の
受
講
者
の
属
性

を
比
較
し
た
も
の
で
す
。所
属
別
の
構
成
は
、

発
注
者
約
四
割
、
受
注
者
約
六
割
と
こ
こ
数

年
の
傾
向
の
通
り
で
し
た
。

年
齢
構
成
は
、
平
均
年
齢
が
前
年
の
二
四

歳
に
対
し
て
、
今
年
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
で
は
二

八
歳
と
四
歳
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
は

四
一
歳
以
上
の
受
講
者
が
一
名
で
し
た
が
、

今
年
は
九
名
で
、
最
高
齢
は
六
七
歳
（
前
年

四
一
歳
）
で
し
た
。
前
年
ま
で
の
集
合
型
研

修
で
あ
れ
ば
研
修
名
の
と
お
り
、「
若
手
」

＝
「
若
者
」
に
交
じ
っ
て
の
受
講
と
な
り
ま

す
が
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
あ
れ
ば
そ
う
い
っ
た
周
り

の
受
講
環
境
な
ど
を
気
に
せ
ず
勉
強
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

四
九
歳
の
受
講
者
の
方
か
ら
は
、「
私
は

あ
る
程
度
歳
を
と
っ
た
人
間
で
あ
り
、
所
属

団
体
で
は
若
手
で
は
な
い
が
、
基
本
原
則
に

立
ち
返
る
と
い
う
意
味
で
興
味
深
く
拝
聴
し

た
。
受
講
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
」
と
い
う

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

WEB研修 第一弾

「若手建設技術者のための
施工技術の基礎」を実施して

センター通信／建設研修
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図表１．受講者数と受講者内訳の推移

図表２．前年度（集合型研修）と今年度（ＷＥＢ配信）の受講者の比較
令和元年度（集合型） 令和２年度（ＷＥＢ）

受講者数 １１４名（内女性１３名）
事務　７名　技術１０７名

８１名（内女性６名）
事務　２名　技術７９名

平均経験年数１年１０ヶ月
　最長　１１年０ヶ月
　最短　 ０年０ヶ月

２年６ヶ月
　最長　４２年３ヶ月
　最短　 ０年０ヶ月

平均年齢 ２４才
最高齢４１才　最年少１８才

２８才
最高齢６７才　最年少１８才

年齢別構成 �２０才以下� ２７名（２４％）
２１～３０才� ７９名（６９％）
３１～４０才� ７名（ ６％）
４１～５０才� １名（ １％）
５１～６０才� ０名（ ０％）
�６１才以上� ０名（ ０％）

�２０才以下� １３名（１６％）
２１～３０才� ４８名（５９％）
３１～４０才� １１名（１４％）
４１～５０才� ７名（ ９％）
５１～６０才� １名（ １％）
�６１才以上� １名（ １％）

所属別構成 国土交通省� ２名（ ２％）
都道府県� ５名（ ４％）
市町村
（政令市含む）�２１名（１８％）
独立行政法人等�２名（ ２％）
技術センター等�２４名（２１％）
コンサルタント等�２４名（２１％）
建設業者他� ３６名（３２％）

国土交通省� ２名（ ２％）
都道府県� ９名（１１％）
市町村
（政令市含む）�１３名（１６％）
独立行政法人等�１名（ ２％）
技術センター等� ９名（１１％）
コンサルタント等�２７名（３３％）
建設業者他� ２０名（２５％）
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♦

♦

♦

受
講
さ
れ
た
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、

受
講
場
所
に
つ
い
て
は
、七
一
％
の
方
が
「
職

場
」、
十
五
％
の
方
が
「
自
宅
」、
十
四
％
の

方
が
「
職
場
と
自
宅
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

研
修
に
参
加
し
た
感
想
に
つ
い
て
は
、「
非

常
に
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」が
六
四
％
、「
お

お
む
ね
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」
が
三
六
％

と
、す
べ
て
の
方
が「
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」

と
回
答
し
て
お
り
（
前
年
は
「
非
常
に
得
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」
五
一
％
、「
お
お
む
ね
得

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」
四
九
％
）、
集
合
型
研

修
同
様
の
良
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
で
の

実
施
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
地
方

で
働
い
て
い
る
者
と
し
て
は
、
東
京
ま
で
行

か
ず
に
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

非
常
に
プ
ラ
ス
だ
と
感
じ
た
」「
感
染
症
へ

の
リ
ス
ク
も
少
な
く
、
会
社
の
自
席
で
安
心

し
て
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」

な
ど
好
意
的
な
意
見
が
多
く
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

に
否
定
的
な
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
対

面
式
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
ど
ち
ら
の
研
修
に
参
加

し
た
い
で
す
か
」
と
の
質
問
に
つ
い
て
も
、

六
二
％
の
方
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
を
選
ん
だ
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
①
「
聞
き
逃
し
た
箇
所
や

理
解
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
繰
り
返

し
再
生
、
視
聴
が
で
き
る
」
②
「
分
か

ら
な
い
用
語
等
が
出
て
き
た
時
、
停
止

し
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
」
③
「
研

修
会
場
へ
の
移
動
、
宿
泊
の
必
要
が
な

く
、
時
間
や
費
用
が
削
減
さ
れ
る
」
④

「
自
分
の
好
き
な
場
所
、
都
合
の
い
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
受
講
で
き
る
」
の
四
点

を
多
く
の
方
が
挙
げ
て
い
ま
す
。

④
に
関
し
て
は
、
女
性
か
ら
の
意
見

と
し
て
、「
家
庭
の
事
情
で
現
場
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
ネ
ッ

ト
環
境
が
あ
れ
ば
自
宅
学
習
が
で
き

る
」「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
だ
と
仕
事
、
家
庭

を
両
立
し
な
が
ら
自
分
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
受
講
で
き
る
の
で
と
て
も
良
か

っ
た
」
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
建
設
業
に

お
け
る
女
性
の
活
躍
が
推
進
さ
れ
る
現
在
、

小
さ
な
子
供
の
い
る
女
性
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
は

有
効
な
の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
ま
で
は
研
修
の
申
込
が
開
始
さ

れ
る
と
、「
全
く
の
未
経
験
者
（
学
校
も
建

設
関
係
の
学
科
卒
業
で
は
な
い
）
を
受
講
さ

せ
た
い
が
、
レ
ベ
ル
的
に
大
丈
夫
か
？
」
と

の
問
い
合
わ
せ
を
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
れ
に
対
し
て
は
「
経
験
の
浅
い
者
を
対
象

と
し
て
い
る
が
、
用
語
な
ど
が
分
か
ら
な
け

れ
ば
難
し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
回
答
し
て

い
ま
し
た
が
、
①
②
に
よ
り
、
そ
う
し
た

方
々
の
受
講
の
ハ
ー
ド
ル
も
下
が
る
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

各
教
科
目
の
理
解
度
に
対
す
る
結
果
も
、

集
合
型
研
修
と
同
等
の
評
価
を
得
て
お
り
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
い
う
こ
と
で
大
き
な
問
題
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
修
を
終
え
て

み
て
、
ま
ず
は
良
い
結
果
を
得
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

♦

♦

♦

配
信
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
講
義
デ
ー
タ

は
残
っ
て
お
り
、
二
次
活
用
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
研
修
施
設
や
講
師
の
都
合
に
関
係
な
く

二
回
目
の
実
施
が
可
能
と
な
り
ま
す
し
、
各

教
科
の
講
義
デ
ー
タ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
土
木
施

工
技
術
の
基
礎
科
目
で
あ
り
、
ア
ー
カ
イ
ブ

化
し
て
各
教
科
目
ご
と
の
視
聴
も
有
益
な
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
防
止
の
た
め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
が
増
え

る
予
定
で
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
伴
う

講
義
へ
の
対
応
等
課
題
も
多
い
の
で
す
が
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
の
特
色
を
活
か
し
た
研
修
に
育
て
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

令和２年度ＷＥＢ研修　若手建設技術者のための施工技術の基礎　教科目
教　科　目 講義時間 講　義　内　容 講　　　　　師

特別講話
～建設業の現状と
若手技術者の皆さ
んに向けて～

60分
建設産業を取り巻く環境
建設産業における最近の話題
若手技術者の皆さんに向けて

五洋建設株式会社
　�ICT推進室長（兼）技術研究所担当

執行役員　　関　本　恒　浩

施工計画の基本事
項 50分

施工計画の概要
事前調査
良い施工計画を作るために
土工事の計画
その他留意点

鹿島建設株式会社　土木管理本部
　�プロジェクト推進部　積算グループ

グループ長　　松　井　紀　尚

工程管理 65分
土木工事の施工管理
工程管理／工程表の種類／工程管理手法
進度調査と是正措置
工程計画、工程管理の要点

西松建設株式会社
　�土木事業本部　土木部　土木課

課長　　鬼　頭　夏　樹

出来形管理 50分
出来形管理とは
出来形管理のポイントと事例
出来形検査と対応方針
具体的なトラブル事例

大成ロテック株式会社
　�生産技術本部

部長　　橋　詰　幸　信

土質・基礎 １65分

基礎の種類と施工方法／基礎の安定
土質試験（基礎の安定に対して）
杭の施工計画／施工時の確認事項（チェックリスト）
基礎施工におけるトラブル事例
品質管理手法／ICTを活用した杭の施工管理

前田建設工業株式会社
　�土木事業本部　土木設計部

上級技師長　　眞　岸　　　徹

仮設構造物-１ 65分 仮桟橋・路面覆工の計画と施工
足場・型枠支保工

株式会社�大林組　土木本部
　�生産技術本部　設計第四部�
設計第二課

副課長　　今　井　淳一郎

仮設構造物-２ 85分
土留め工の概要／土留め工の設計概要
土留め壁根入れ部の安定／土留め壁部材・支保工
計測管理の活用／その他の留意点
土留め事故事例

清水建設株式会社
　�土木技術本部　技術計画部�
技術第3グループ

課長　　三　木　　　浩

盛土の品質管理方
法 80分

盛土の変状の発生形態
盛土の特性・重要性
施工と品質管理
特に注意の必要な盛土材料
情報化施工

東急建設株式会社�
　土木事業本部　技術統括部
　�技術推進部　技術管理グループ
　グループリーダー� 野　中　隆　博

コンクリート-１ １25分
コンクリート材料
レディーミクストコンクリート
品質管理及び受入れ検査
最近のコンクリート技術動向

三井住友建設株式会社
　�技術本部　副本部長兼R＆Dセンター

センター長　　谷　口　秀　明

コンクリート-２ 60分
コンクリート工事の流れ
施工計画の検討項目
運搬／打込み、締固め／養生
不具合の種類／不具合防止対策／不具合の調査

株式会社�安藤・間
　�建設本部　土木設計部

課長　　白　岩　誠　史

安全衛生管理-１ 70分 労働安全衛生法及び関連法規
独立行政法人�労働者健康安全機構
　�労働安全衛生総合研究所
　研究推進・国際センター長

大　幢　勝　利

安全衛生管理-２ 70分

労働安全衛生法の義務主体
災害発生時に問われる責任
安全書類の持つ重要性
送検事例から学ぶ労働災害防止対策
若手技術者向けの危機回避のための１０カ条

株式会社�竹中土木　技術・生産本部
　�安全品質環境部

部長　　武　藤　　　洋

環境保全対策 80分
建設工事で発生する環境（公害）問題について
建設廃棄物の基礎知識
建設廃棄物のリサイクルについて
土壌汚染対策法の概要について

株式会社�フジタ　土木本部
　�土木エンジニアリングセンター�
土壌環境部
　エグゼクティブコンサルタント

阪　本　廣　行




